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５Ｇ早期実現に向けて

• 現在のモバイルネットワークから２０２Ｘ年頃の５Ｇ時代の到来に向けたＮＷ、サービスの進化、これらに対応す
るために必要な追加周波数割当てのタイミングを以下のように想定している。

• ＩｏＴ系サービスの発展及び５Ｇ早期実現のため、追加周波数（３ＧＰＰ追加帯域と５Ｇ用周波数帯域の両方）
の早期割当てが必要である。
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５Ｇで目指すもの
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• ５Ｇは、従来モバイルサービスの単なる高度化ではなく、“超高速”、“超大量接続”、“超高信頼・超低遅延”
という特徴を活かして、多種多様なネットワークを包含する総合的なＩｏＴ基盤を提供するものである。

• ５Ｇは、あらゆる“モノ”がつながる環境の構築に加え、新たな価値の創出、安心・安全な社会の実現等、社
会的課題の解決や地方創生に向けて、既存の産業構造を変革させる起爆剤となりえるものである。
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５Ｇで想定されるサービスのイメージ
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• ５Ｇでは、“超高速（ｅＭＢＢ）”、“超大量接続（ｍＭＴＣ）”、“超高信頼・超低遅延（ＵＲＬＬＣ）”という特徴を活
かした、様々なサービスが想定されている。

• 想定されている様々なサービスを効率よく実現するには、柔軟なネットワークの構築に加え、新たなビジネスモ
デル・業界を超えたエコシステムの創出が必要不可欠である。
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５Ｇで想定される利用シナリオ（サービス）と要求条件の関係

• ５Ｇでは、利用シナリオ（サービス）ごとに達成すべき要求条件の重要度が異なる（※）ため、要求条件を満たす
ための技術的要因を意識した柔軟なネットワーク構築が必要となる。
（※） Rec. ITU-R M.2083-0 「IMT Vision – Framework and overall objectives of the future development of IMT for 2020 and beyond」
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５Ｇ想定サービスと要求条件とのマッピング例５Ｇ利用シナリオと要求条件の重要度（※）
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５Ｇのネットワーク構成 ～無線システムの構成～
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• ５Ｇの高い要求条件をクリアするため、既存の周波数帯域と５Ｇ用周波数帯域を同時に利用したネットワーク
構成が想定されている。

• Ｃ-ｐｌａｎｅを既存周波数帯域で提供することによりモビリティや接続性をカバーしつつ、Ｕ-ｐｌａｎｅには、より
広帯域が期待できる５Ｇ用周波数帯域を活用することにより、柔軟で効率のよいサービス提供が可能。
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５Ｇのネットワーク構成 ～コアネットワークの構成～

• コアネットワークには、仮想化技術（ネットワークスライシング、ＳＤＮ）を活用し、個々のサービスに適した異なる
論理ネットワークの構築により、高性能かつ経済的なネットワークを実現する。
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４Ｇから５Ｇへの進展のシナリオ

• ５Ｇ導入初期には、既存周波数帯におけるｅＬＴＥと５Ｇ用周波数帯におけるＮｅｗ ＲＡＴにより５Ｇサービスの
提供が開始されると想定（下図赤枠内） （※１） 。

• 将来的（２０２Ｘ年）には、コアネットワークにスライシングを導入し、効率的な５Ｇプラットフォームによる柔軟な
５Ｇサービスの提供が実現すると想定。

7



© ２０１６ ＮＴＴ ＤＯＣＯＭＯ、ＩＮＣ． Ａｌｌ Ｒｉｇｈｔｓ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ．

ＩｏＴ関連仕様の早期制度整備が必要

• 超大量接続（ｍＭＴＣ）系サービスに関するいくつかの仕様（※）は、すでに３ＧＰＰで完成している。

• 既に国際標準規格が策定済みで、早期のサービス提供が可能な技術は、速やかに制度整備を進めるべき。
（※） ＮＢ-ＩｏＴ、ｅＭＴＣは、Ｒｅｌ１３で仕様策定済み。
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５Ｇ実現に必要となる周波数帯
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• ５Ｇ実現のために必要となる周波数帯は、以下の通り。
 ４Ｇ上の新たなアプリケーションへの対応及び５Ｇサービス提供のために必要 → 既存帯域拡張（※１）

 ５Ｇサービス提供のために必要 → ５Ｇ候補帯域の新規割当て（※２）

（※１） 国内未割当の３ＧＰＰバンド（１．７ＧＨｚ、２．３ＧＨｚ、２．６ＧＨｚ、３．４ＧＨｚ）から、既存業務との共用検討等の整
理状況を踏まえ、準備ができ次第速やかに割り当てることが必要。

（※２） 電波政策２０２０懇談会で検討された５Ｇ候補帯域（３．６ＧＨｚ、４．５ＧＨｚ、２８ＧＨｚ）から、遅くとも２０１８年度
内の割り当てが必要。日本国が早期に割当て周波数帯を宣言し、同じ方向を向く国・地域をリードしていくことが、
早期の５Ｇ実現に大きな意味を持つ。また、既存業務との共用条件等により、帯域によっては地域限定割当てもあ
り得るため、全ての候補帯域から割当てを行うことが望ましい。

• 周波数割り当てに際して、既存業務（他業種）との周波数共用や周波数移行が必要になる場合は、既存業務へ
の影響を考慮しつつ、割り当て可能な地域を限定する等の柔軟な割り当てを行う必要がある。
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５Ｇ候補帯域ごとのサービス提供イメージ

• 多種多様な要求条件に応えるため、必要とされる場所に適切な機能と周波数帯で展開する。
• ５Ｇ候補帯域の具体的な使い方は、今後の共用検討結果によるが、例えば、３．６ＧＨｚ/４．５ＧＨｚ帯は、既

存免許人との離隔距離を確保した上で、ＩｏＴ系サービスや屋内でのサービスで活用することが想定される。
• 一方、広帯域割当てが期待される２８ＧＨｚ帯は、トラフィックが集中するスタジアム等におけるｅＭＢＢ系サー

ビスで活用することが想定される。
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（参考） 諸外国における５Ｇ候補周波数帯検討状況

• ５Ｇ導入を積極的に検討している主要国における５Ｇ候補周波数帯の検討状況は下表の通り。
• ３．６ＧＨｚ帯、４．５ＧＨｚ帯、２８ＧＨｚ帯のいずれについても、これら主要国との間で、周波数ハーモナイズが

期待できる。

11



© ２０１６ ＮＴＴ ＤＯＣＯＭＯ、ＩＮＣ． Ａｌｌ Ｒｉｇｈｔｓ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ．

５Ｇ早期実現と発展に向けた課題認識（１）

＜５Ｇ用周波数帯の早期確定が重要＞
• １７年６月予定の答申に日本国の５Ｇ用周波数帯と割当て時期を明記することが５Ｇ早期実現に有効である。

日本国における５Ｇ用周波数帯早期確定は、５Ｇ導入を模索している他の国・地域への強いメッセージとなり、
国際標準化の加速、グローバル装置開発促進が期待できる。

• ５Ｇでは、様々な産業が連携して多様なサービスを展開することが求められている。そのため、ネットワーク構
成の柔軟性だけではなく、周波数割当ての柔軟性も必要となる。５Ｇ用周波数帯の割当てに際して、既存業
務（他業種）との周波数共用や周波数移行が必要になる場合は、既存業務への影響を考慮しつつ、割り当て
可能な地域を限定する等の柔軟な割り当てを行う必要がある。

• ５Ｇ導入後の継続的な発展のためには、ＷＲＣ１９での確実な周波数帯確保と、継続的な周波数割り当てが
必要不可欠である。現在、ＩＴＵ-Ｒでは、１１の候補バンドを前提に検討が進んでいるが、ＷＲＣ１９で確実に
周波数を確保するためには、日本国として早期にターゲット周波数帯の絞り込みをすることが有効である。例
えば、より低い方の５帯域程度に絞り込む等の判断が必要ではないか。

＜技術的条件策定に向けた検討課題＞
• ５Ｇでは、膨大な素子数を前提としたアクティブアンテナシステムが必須であり、３ＧＰＰ等の国際標準化では、

これを前提とした仕様検討が進んでいる。現状の電波法が、これをそのまま適用可能かどうかを詳細に検討
する必要がある。

• ６ＧＨｚを超える周波数帯における、広範な利用形態に対応可能な電波防護関連制度について早急に検討を
進めることが必要。
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（参考） ５Ｇ関連の国際標準化スケジュール
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５Ｇ早期実現と発展に向けた課題認識（２）

＜５Ｇシステムの様々な分野への展開を促進するために実証実験を活用するべき＞
• 来年度から予定されている５ＧＭＦ総合実証試験を有効に活用し、従来の通信関連企業・団体だけではなく、

幅広い産業分野を巻き込んだ連携を実現していくべきである。実証試験を通じて、実際のユーザに体験して
頂くことで、幅広い意見や要望を把握することができ、よりよいサービスの早期展開に有効である。

• 弊社は、５ＧＭＦへの積極的な寄与だけではなく、従来から多くの企業と連携した研究開発や実証実験を積
極的に推進してきている。今後も、継続的に検討を進めるとともに、得られた知見を積極的に５ＧＭＦ実証試
験に展開することを想定している。
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（参考１） ２０１６年１１月９日 ＮＴＴドコモ報道発表

５Ｇを活用したサービス創出に向けてパートナー企業との連携を促進
～一般のお客様にも体験いただける５Ｇトライアル環境「５Ｇトライアルサイト」を構築～」
https://www.nttdocomo.co.jp/info/news release/2016/11/09 00.html

（参考２） ２０１５年７月２２日 ＮＴＴドコモ報道発表

世界主要ベンダーとの５Ｇ実験を拡大
https://www.nttdocomo.co.jp/info/news release/2015/07/22 00.html
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いつか、あたりまえになることを
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